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三
菱
ガ
ス
化
学
は
、
環
境

・
安
全
目
標
の
「
無
事
故
・

無
災
害
と
環
境
保
全
」
を
確

実
に
達
成
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・

ケ
ア
（
Ｒ
Ｃ
）
を
全
社
的
に

推
進
し
て
い
る
。
18
年
度
か

ら
３
年
間
の
「
Ｒ
Ｃ
中
期
計

画
２
０
２
０
」
で
は
六
つ
の

活
動
コ
ー
ド
（
労
働
安
全
衛

生
、
保
安
防
災
、
環
境
保

全
、
化
学
品
・
製
品
安
全
、

物
流
安
全
、
社
会
と
の
対

話
）
と
Ｒ
Ｃ
全
般
の
そ
れ
ぞ

れ
に
基
本
方
針
を
設
定
し
、

諸
施
策
を
講
じ
て
き
た
。
21

年
度
か
ら
新
た
な
Ｒ
Ｃ
中
期

計
画
を
始
動
す
る
。

　
労
働
安
全
衛
生
と
保
安
防

災
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
Ｒ

Ｃ
中
期
計
画
で
全
社
横
断
組

織
「
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
―
Ⅱ
」

を
設
置
し
、
無
事
故
・
無
災

害
を
目
指
し
た
全
社
改
善
活

動
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
れ

は
各
事
業
所
の
代
表
者
（
組

織
管
理
者
ク
ラ
ス
）
が
集
う

リ
ー
ダ
ー
会
議
を
年
数
回
開

催
し
、
事
故
事
例
な
ど
の
情

報
を
共
有
化
し
て
安
全
文
化

を
醸
成
す
る
も
の
で
、
現
場

力
と
保
安
力
の
向
上
を
図
っ

て
き
た
。
次
期
Ｒ
Ｃ
中
期
計

画
で
は
会
議
に
参
加
す
る
各

事
業
所
の
代
表
者
を
製
造
現

場
に
近
い
ス
タ
ッ
フ
に
変
更

し
活
動
を
衣
替
え
す
る
。
現

場
レ
ベ
ル
で
の
気
付
き
の
場

と
し
て
機
能
強
化
し
、
成
果

を
上
げ
る
計
画
だ
。
活
動
の

名
称
も
変
更
す
る
。

　
設
備
保
全
で
の
ド
ロ
ー
ン

や
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
検
討
す

る
。
昨
年
は
鹿
島
工
場
で
タ

ン
ク
内
部
を
ド
ロ
ー
ン
で
点

検
す
る
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。

ド
ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
は

ま
だ
概
念
実
証
の
段
階
だ

が
、
設
備
点
検
の
費
用
削
減

や
工
期
短
縮
、
保
全
の
高
度

化
に
つ
な
が
る
と
み
て
い

る
。

　
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
Ｒ
Ｃ
中
期
計
画
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
改
善
、
温

室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排

出
源
単
位
改
善
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
削
減
、
廃
棄
物
の
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ

法
届
出
物
質
の
排
出
量
削
減

の
各
定
量
目
標
を
定
め
、
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実

行
し
て
き
た
。
次
期
Ｒ
Ｃ
中

期
計
画
で
も
継
続
す
る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減
に
つ

い
て
は
、
政
府
が
50
年
ま
で

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
を
表
明
し
た
こ
と
に

呼
応
し
て
、
30
年
、
50
年
を

見
据
え
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
中
期
削
減
目
標
を
設
定
す

る
意
向
で
、
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

　
昨
年
は
三
菱
ガ
ス
化
学
が

９
％
出
資
す
る
福
島
ガ
ス
発

電
（
Ｆ
Ｇ
Ｐ
）
が
、
福
島
県

・
相
馬
港
４
号
埠
頭
（
福
島

県
新
地
町
）
で
建
設
し
た
福

島
天
然
ガ
ス
発
電
所
の
営
業

運
転
を
開
始
し
た
。
三
菱
ガ

ス
化
学
は
、
Ｆ
Ｇ
Ｐ
か
ら
引

き
取
る
電
力
を
新
潟
工
場
な

ど
に
直
送
し
、
コ
ス
ト
競
争

力
強
化
と
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減

に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
環
境
負
荷
低
減
に
貢
献
す

る
製
品
に
つ
い
て
は
「
Ｍ
Ｇ

Ｃ
グ
ル
ー
プ
環
境
貢
献
製

品
」
と
し
て
認
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
業
展
開
で

も
環
境
負
荷
低
減
と
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
社
会
発
展
に
貢
献

し
て
い
く
。

　
新
技
術
開
発
に
も
注
力

し
、
Ｃ
Ｏ

を
炭
素
化
合
物

と
し
て
再
利
用
す
る
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
現
に
向

け
た
技
術
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
北
海
道
苫
小
牧
市

の
製
油
所
か
ら
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ

の
回
収
・
貯
留
（
Ｃ
Ｃ

Ｓ
）
拠
点
で
は
、
回
収
Ｃ
Ｏ


か
ら
メ
タ
ノ
ー
ル
を
合
成

す
る
Ｃ
Ｏ

利
用
（
Ｃ
Ｃ

Ｕ
）
技
術
に
関
し
て
今
年
２

月
下
旬
ま
で
の
２
年
間
に
わ

た
り
調
査
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｏ


を
原
料
に
用
い
る
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
中
間
体
製
造
技
術

の
実
用
化
に
向
け
た
研
究
開

発
も
進
め
て
い
る
。

　
15
年
度
に
導
入
し
た
「
環

境
保
全
投
資
」
も
継
続
す

る
。
こ
れ
は
、
投
資
回
収
期

間
が
長
い
と
い
っ
た
理
由
で

投
資
案
件
に
採
用
さ
れ
に
く

い
案
件
や
、
生
物
多
様
性
の

保
全
に
つ
な
が
る
案
件
を
各

事
業
所
か
ら
募
集
し
、
本
社

の
事
務
局
が
選
択
し
て
予
算

（
年
間
総
額
１
億
円
）
を
確

保
、
投
資
を
実
行
す
る
制

度
。
昨
年
は
新
潟
研
究
所
で

竣
工
し
た
新
棟
「
Ｎ
―
Ｓ
Ｅ

Ｑ
棟
」
の
屋
上
に
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
。

全社横断活動を一新

ＧＨＧ排出削減策も強化

保
安
防
災

三

菱

ガ

ス

化

学

　
デ
ン
カ
は
、
19
年
10
月
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
推
進

部
を
設
置
し
、
気
候
変
動
問

題
の
国
際
的
枠
組
み
へ
の
対

応
な
ど
の
環
境
課
題
へ
の
取

り
組
み
を
加
速
し
て
い
る
。

19
年
に
温
暖
化
ガ
ス
の
中
長

期
排
出
量
削
減
目
標
を
策

定
、
昨
年
11
月
に
は
目
標
を

強
化
し
、
50
年
度
に
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す

方
針
を
表
明
し
た
。

　
19
年
度
の
Ｃ
Ｏ

排
出
量

（
ス
コ
ー
プ
１
、
ス
コ
ー
プ

２
）
は
13
年
度
比
17
％
減
の

１
９
６
万
㌧
。
30
年
度
に
排

出
量
を
同
26
％
減
の
１
７
４

万
㌧
と
し
、
50
年
度
に
は
排

出
量
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
実
現
す

る
計
画
だ
。

　
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り

組
み
項
目
は
①
水
力
を
中
心

と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
比
率
の
拡
大
や
環
境
負
荷

の
小
さ
な
高
効
率
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
の
導
入
②
Ｃ
Ｏ


の
回
収
・
固
定
化
・
有
効

利
用
を
図
る
革
新
技
術
「
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
」
の
開
発
と
実
装
展

開
③
デ
ン
カ
の
特
色
を
生
か

し
た
環
境
貢
献
製
品
や
環
境

負
荷
低
減
技
術
の
開
発
・
提

供
④
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
資
源

と
し
て
循
環
利
用
す
る
ケ
ミ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
Ｃ
Ｒ
）

技
術
の
実
装
展
開
。

　
製
品
の
ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
ま
で
を
視
野
に
入

れ
、
デ
ン
カ
独
自
の
資
源
・

技
術
を
有
効
活
用
し
た
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

　
自
家
水
力
発
電
所
は
、
青

海
工
場
の
周
辺
に
15
カ
所
を

所
有
（
北
陸
電
力
と
の
共
同

出
資
会
社
、
黒
部
川
電
力
が

所
有
す
る
５
カ
所
を
含
む
）。

デ
ン
カ
所
有
分
の
最
大
出
力

は
20
年
４
月
現
在
11
万
８
２

４
０
㌔
㍗
で
、
国
内
で
使
用

す
る
電
力
の
約
４
割
を
水
力

発
電
で
賄
っ
て
い
る
。
新
た

な
水
力
発
電
所
で
あ
る
新
青

海
川
発
電
所
（
最
大
出
力
８

Ｐ
Ｓ
の
ケ
ミ
カ
ル
Ｒ
に
着
手

50
年
に
排
出
ゼ
ロ
宣
言

ＧＨＧ
デ

ン

カ

１
０
０
㌔
㍗
）
に
加
え
て
、

黒
部
川
電
力
が
所
有
す
る
新

姫
川
第
６
発
電
所
（
２
万
８

千
㌔
㍗
）
は
22
年
４
月
に
送

電
開
始
す
る
予
定
。
さ
ら
な

る
水
力
発
電
所
の
増
設
や
高

効
率
な
発
電
設
備
へ
の
更
新

を
検
討
す
る
。

　
高
効
率
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
の
導
入
は
、
青
海
工
場

で
昨
年
10
月
に
竣
工
し
た
。

千
葉
工
場
で
は
22
年
６
月
に

竣
工
す
る
予
定
。
さ
ら
な
る

導
入
を
検
討
す
る
。

　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
、
プ
ラ
ン
ト

で
発
生
す
る
排
ガ
ス
に
含
ま

れ
る
Ｃ
Ｏ

を
他
の
成
分
と

分
離
し
て
回
収
し
、
大
気
へ

の
放
出
を
防
ぐ
技
術
。
デ
ン

カ
は
30
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ

回

収
技
術
の
実
装
化
を
目
標
に

外
部
機
関
と
連
携
し
て
技
術

開
発
に
取
り
組
む
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｏ

を
吸

い
込
む
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料

「
Ｃ
Ｏ

―
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

（
ス
イ
コ
ム
）」
を
中
国
電

力
や
鹿
島
建
設
な
ど
と
共
同

開
発
し
、
製
品
化
し
て
い

る
。
同
材
料
は
Ｃ
Ｏ

と
反

応
し
固
定
化
す
る
性
質
が
あ

り
、
一
般
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

比
べ
て
製
品
化
に
至
る
ま
で

の
合
算
し
た
Ｃ
Ｏ

排
出
量

が
著
し
く
低
く
で
き
る
。
　

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｒ

は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ポ
リ

ス
チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｓ
）
メ
ー
カ

ー
、
東
洋
ス
チ
レ
ン
が
事
業

化
に
着
手
し
た
。
米
国
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
企

業
、
ア
ジ
リ
ッ
ク
ス
の
技
術

を
導
入
し
、
デ
ン
カ
の
千
葉

工
場
内
に
、
使
用
済
み
Ｐ
Ｓ

を
熱
分
解
し
原
料
の
ス
チ
レ

ン
モ
ノ
マ
ー
を
再
生
す
る
実

証
設
備
（
年
間
処
理
能
力
は

約
３
千
㌧
）
を
建
設
し
、
22

年
度
に
操
業
開
始
す
る
。

　
デ
ン
カ
は
東
洋
ス
チ
レ
ン

の
Ｃ
Ｒ
事
業
を
全
面
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
政
府
機
関

・
関
係
団
体
と
の
連
携
に
も

協
力
す
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
本

格
的
な
確
立
を
目
指
し
取
り

組
み
を
進
め
る
。

　
ト
ク
ヤ
マ
は
、
「
化
学
を

通
じ
て
暮
ら
し
に
役
立
つ
価

値
を
創
造
す
る
」
と
い
う
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
と
捉
え
、
持
続
可
能
な

未
来
を
社
会
と
と
も
に
築
く

活
動
を
通
し
て
、
社
会
課
題

の
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
の
基
本
理

念
と
し
て
い
る
。
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ケ
ア
（
Ｒ
Ｃ
）
活

動
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
大

き
な
領
域
を
占
め
て
い
る
と

認
識
し
、
全
社
的
な
推
進
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。
保
安

ク

レ

ハ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
を
加
速

ト

ク

ヤ

マ

・
環
境
・
品
質
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
着
実
に
運

用
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的

な
改
善
に
努
め
て
い
る
。

　
18
年
度
か
ら
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
を
さ
ら
に
強
力
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、
マ
テ
リ
ア
リ

テ
ィ
（
重
要
課
題
）
を
抽
出

・
特
定
し
、
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
環
境
分

野
で
は
「
地
球
温
暖
化
防
止

へ
の
貢
献
」
や
「
環
境
保

全
」、
保
安
防
災
・
安
全
衛

生
で
は
「
無
事
故
・
無
災

害
」
を
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
に

位
置
付
け
て
い
る
。
20
年
度

は
、
21
年
度
か
ら
始
ま
る
次

期
中
期
経
営
計
画
を
見
据

え
、
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｏ

排
出
量
削
減
に
つ

い
て
は
、
徳
山
製
造
所
で
使

用
す
る
電
力
の
大
半
を
石
炭

火
力
自
家
発
電
所
で
賄
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
喫
緊
の
課
題

と
し
て
お
り
、
地
球
温
暖
化

防
止
へ
の
貢
献
を
マ
テ
リ
ア

リ
テ
ィ
の
最
重
要
項
目
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
起
源
の
Ｃ
Ｏ

排
出
量

削
減
策
に
焦
点
を
絞
り
、
30

年
度
の
Ｂ
Ａ
Ｕ
比
15
％
削
減

（
基
準
年
13
年
度
）
を
目
標

に
掲
げ
、
19
年
度
は
９
・
８

％
削
減
ま
で
達
成
し
た
。

　
20
年
１
月
に
は
Ｃ
Ｏ

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
、
排
出
量
削
減
に
向

け
て
の
体
制
を
確
立
し
た
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
①

徳
山
製
造
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
最
適
化
②
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
③
新
規
技

術
開
発
④
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
由
来
電
力
に
よ
る
水
素

製
造

―
に
取
り
組
む
。
こ

れ
ま
で
徳
山
製
造
所
の
競
争

力
強
化
策
「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

―
Ⅱ
」
を
通
じ
て
各
製
造
工

程
の
見
直
し
に
よ
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
最
適
化
、
自
家
発
電
所

の
効
率
化
を
図
っ
て
き
た

が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
立
ち
上
げ
で
取
り
組
み
に

拍
車
を
か
け
る
。

　
自
家
発
電
所
で
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
を
石
炭
と
混
焼

し
て
い
る
。
主
に
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
輸
入
し
た
パ
ー
ム
ヤ

シ
殻
を
使
用
す
る
ほ
か
、
昨

年
は
バ
イ
オ
マ
ス
源
の
多
角

化
と
地
域
貢
献
の
た
め
に
試

験
的
に
地
元
の
山
口
県
で
産

出
さ
れ
る
竹
を
使
用
し
た
。

同
県
の
竹
林
面
積
は
全
国
第

４
位
で
、
竹
の
増
殖
に
よ

り
、
里
山
の
生
態
系
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
竹
を
チ
ッ
プ
化
し
石

炭
と
混
焼
す
る
実
証
実
験
を

始
め
た
。
今
後
は
試
験
を
継

続
し
て
、
実
用
化
す
る
場
合

の
課
題
抽
出
に
取
り
組
む
。

　
労
働
安
全
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
従
業
員
が
転
落
事

故
や
災
害
を
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
で
体
感
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
徳
山
製
造
所
に

導
入
し
た
。
安
全
意
識
の
向

上
に
役
立
て
る
。

　
設
備
保
安
で
は
、
ド
ロ
ー

ン
の
使
用
な
ど
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て
い
る
。
従

業
員
が
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
士

資
格
を
取
得
し
て
異
常
を
感

じ
た
高
所
の
保
安
箇
所
を
点

検
す
る
体
制
を
作
り
、
早
期

に
手
が
打
て
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

セ
ン
サ
ー
の
利
用
な
ど
、
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

保
安
防
災
力
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
方
針
だ
。

　
ク
レ
ハ
は
、
企
業
活
動
の

基
本
的
な
責
任
と
し
て
の
重

点
分
野
「
環
境
」
「
安
全
・

品
質
」
「
地
域
」
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
を
支
え
る
重
点
分
野
「
人

財
」
「
技
術
」
、
持
続
的
な
社

会
の
発
展
に
貢
献
す
る
重
点

分
野
「
環
境
」
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
「
ラ
イ
フ
」
の
合
計
８

項
目
を
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
重

点
分
野
」
に
位
置
づ
け
、
諸

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

活
動
が
形
骸
化
し
な
い
よ
う

に
新
た
な
取
り
組
み
を
取
り

入
れ
な
が
ら
実
効
性
を
上
げ

て
い
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
の
一
つ

が
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
。

今
後
、
設
備
か
ら
得
ら
れ
た

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集
中
的
に

解
析
し
、
安
全
対
策
強
化
や

生
産
効
率
化
に
つ
な
げ
る
計

画
だ
。

　
昨
年
は
主
力
生
産
拠
点
の

い
わ
き
事
業
所
で
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
設
備
保
全
の
実

証
実
験
も
行
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
足
場
を
組
ん
で
行
う
高

所
で
の
設
備
保
全
は
、
保
全

員
の
墜
落
や
目
視
し
に
く
い

箇
所
の
不
具
合
見
落
と
し
と

い
っ
た
リ
ス
ク
が
多
い
う

え
、
多
大
な
点
検
費
用
と
工

期
を
要
し
て
い
た
。
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す
れ
ば
足
場
が
不

要
で
墜
落
の
リ
ス
ク
が
な

く
、
設
備
の
最
上
部
を
カ
メ

ラ
で
目
視
・
記
録
が
で
き
、

見
落
と
し
が
な
く
な
る
。
ま

た
、
記
録
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

て
Ａ
Ｉ
で
解
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
不
具
合
発
生
の
予
測

な
ど
、
よ
り
高
度
な
保
全
の

実
現
と
工
期
短
縮
が
可
能
に

な
る
と
み
て
い
る
。
今
後
も

テ
ス
ト
を
継
続
し
、
保
全
の

リ
ス
ク
低
減
と
効
率
化
に
役

立
て
る
。

　
安
全
活
動
や
品
質
管
理
活

動
は
グ
ル
ー
プ
内
の
協
力
を

強
化
し
て
い
る
。
ク
レ
ハ
本

体
と
グ
ル
ー
プ
会
社
が
互
い

の
活
動
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

合
い
、
情
報
交
換
を
密
に
す

る
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。
海

外
で
も
ク
レ
ハ
の
担
当
者
が

オ
ラ
ン
ダ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
業

務
用
食
品
包
装
材
工
場
、
米

国
の
ポ
リ
グ
リ
コ
ー
ル
酸

（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
工
場
な
ど
を
定

期
的
に
訪
問
し
て
保
安
防
災

に
関
す
る
改
善
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。

　
企
業
活
動
の
重
点
分
野
に

あ
る
「
環
境
」
で
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
環
境
課
題
で
あ
る

気
候
変
動
や
資
源
循
環
に
関

し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
、

化
学
物
質
排
出
量
の
削
減
、

産
業
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
に
向
け
た
諸
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
う
ち
地
球
温
暖
化
対
策

は
、
原
因
物
質
の
温
暖
化
ガ

ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
の
排
出
量
を

削
減
す
る
「
緩
和
策
」
と
、

気
候
変
化
に
対
し
て
社
会
・

経
済
シ
ス
テ
ム
を
調
整
し
悪

影
響
を
軽
減
す
る
「
適
応

策
」
の
両
方
を
進
め
て
い
る
。

　
緩
和
策
は
昨
年
、
新
た
な

中
長
期
の
Ｃ
Ｏ

排
出
削
減

目
標
を
設
定
し
た
。
自
社
で

消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
Ｃ
Ｏ

排
出
量
を
30
年
度

に
13
年
度
比
20
％
削
減
す
る

計
画
だ
。
同
社
最
大
の
Ｃ
Ｏ


排
出
源
で
あ
る
石
炭
火
力

発
電
設
備
に
つ
い
て
、
新
技

術
の
開
発
や
導
入
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
Ｃ
Ｏ

排
出
削
減
策

を
検
討
し
実
行
に
移
し
、
削

減
の
上
積
み
を
目
指
す
。

　
化
学
メ
ー
カ
ー
と
し
て
保

有
す
る
技
術
を
生
か
し
た
環

境
貢
献
型
製
品
の
展
開
で
も

Ｃ
Ｏ

排
出
削
減
に
貢
献
し

て
い
く
。
自
動
車
の
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
に
欠
か
せ
な

い
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

電
極
用
バ
イ
ン
ダ
ー
向
け
Ｐ

Ｃ

Ｏ



排
出
削
減   

新
目
標
設
定
し
推
進

ド
ロ
ー
ン
活
用
を
実
証

設備保全

Ｖ
Ｄ
Ｆ
樹
脂
、
自
動
車
部
品

の
軽
量
化
を
実
現
す
る
Ｐ
Ｐ

Ｓ
樹
脂
な
ど
、
多
く
の
環
境

貢
献
型
製
品
を
展
開
し
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
新
製
品
・

技
術
の
開
発
に
注
力
す
る
。

Ｃ
Ｏ

を
原
料
に
使
う
化
学

品
開
発
な
ど
を
進
め
る
。

　
一
方
、
適
応
策
は
昨
年
、

い
わ
き
事
業
所
を
中
心
に
台

風
・
集
中
豪
雨
対
策
を
実
施

し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
を
強
化
し
た
。
各
設
備

の
風
へ
の
耐
性
も
チ
ェ
ッ
ク

し
対
策
を
講
じ
た
。


